
　
こ
の
制
度
は
、
低
所
得
世
帯
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
世
帯
の
生
活
の
安

定
と
、
在
宅
福
祉
、
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
す
。
資
金
の
貸
付
に
よ
る
経
済
的

な
援
助
と
今
後
の
生
活
の
安
定
に
向

け
た
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
い
た
だ
け
る
世
帯
は
、
収

入
の
少
な
い
世
帯
、
障
が
い
者
・
高

齢
者
が
い
る
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
貸
付
の
種
類
（
一
部
抜
粋
）
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

○
教
育
支
援
資
金

　
高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
へ
の
就

学
に
際
し
、
必
要
な
経
費

　
①
教
育
支
援
費
（
授
業
料
等
）

　
②
就
学
支
度
費
（
入
学
金
等
）

○
福
祉
費

　
技
能
習
得
、
障
が
い
者
の
車
の
購

入
、
住
宅
の
改
築
、
補
修
等
に
必
要

な
経
費

○
総
合
支
援
資
金

　
失
業
な
ど
で
生
活
の
維
持
が
で
き

な
く
な
っ
た
方
等
の
生
活
再
建
の
た

め
に
必
要
な
費
用
（
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
の
利
用
が
要
件
）

○
緊
急
小
口
資
金

　
緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
少
額
の
費

用
　
資
金
に
よ
っ
て
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
宮
古
市
社
会

福
祉
協
議
会
各
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

（
期
間　
平
成
30
年
６
月
１
日
〜

10
月
31
日
）

【
寄
付
金
】

◆
宮
古
ダ
ン
ス
フ
レ
ン
ズ 

様

　
4
，
２
９
５
円

◆
リ
ズ
ム 

様　

  

５
，
７
５
１
円

◆
フ
レ
ン
ド
リ
ー
08 

様

３
０
，
０
０
０
円

◆
合
唱
団Seele 

様
２
０
，
０
０
０
円

◆
ニ
ジ
ノ
絵
本
屋 

様
６
０
，
０
０
０
円

◆
匿
名 

様  　
　
１
，
５
０
０
円

◆
繋
老
人
ク
ラ
ブ 

様
１
２
，
７
７
７
円

【
物
品
寄
付
】

◆
ジ
ャ
パ
ン
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
会 

様

　
　
　
　
　
　
　
軽
自
動
車
１
台

　
前
号
（
７
／
１
号
）
に
引
き
続

き
、
今
号
も
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
、
安

全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
実

現
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
取
り
組

め
る
こ
と
な
ど
を
考
え
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
す
「
地
域
」
に

は
、
様
々
な
人
が
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
は

様
々
な
社
会
的
要
因
か
ら
価
値
観

の
多
様
化
等
も
絡
み
合
い
、
地
域

の
中
で
「
共
に
暮
ら
す
」
と
い
う

こ
と
の
意
識
、
関
心
、
理
解
が
薄

ら
い
で
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
地
域
の
中

で
「
生
き
づ
ら
さ
（
生
活
の
し
づ

ら
さ
）」
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
方
が
い
ま
す
。
そ
こ
に
は

様
々
な
要
因
が
あ
り
、
そ
れ
が
い

く
つ
も
重
な
っ
て
、
複
雑
化
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
誰
し
も
、
自
ら
困
り
ご
と
を
望

ん
で
抱
え
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
困
り
ご
と
が
な
い
人
も
い
ま

せ
ん
。
た
だ
、
誰
に
も
相
談
で
き

ず
、
表
に
出
し
に
く
い
困
り
ご
と

ほ
ど
、
地
域
の
中
で
孤
立
し
、
深

刻
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
私
た
ち
は
ま
ず
知
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
地
域

に
共
に
暮
ら
す
人
と
し
て
、
互
い

の
違
い
や
多
様
性
を
認
め
合
い
、

理
解
す
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
が

始
ま
り
ま
す
。

　
今
、
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
等

に
関
わ
ら
ず
、
自
分
の
暮
ら
す
地

域
の
中
で
「
役
割
」
を
持
ち
、
地

域
の
一
員
と
し
て
の
存
在
感
、
充

実
感
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
人
ら

し
い
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き

る
、
地
域
の
「
居
場
所
づ
く
り
」

に
向
け
て
、
地
域
の
方
々
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
、
子
ど
も
食

堂
、
小
地
域
サ
ロ
ン
な
ど
、「
地

域
の
居
場
所
」
は
人
と
人
が
つ
な

が
り
、
個
人
と
地
域
が
つ
な
が
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
「
地
域
づ
く
り
」
は
、
地
域
の

中
で
支
援
を
求
め
て
い
る
方
が
い

る
こ
と
を
、
近
く
に
い
る
住
民
自

ら
が
気
付
き
、
声
を
か
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
声
を
か
け
あ

い
、
交
流
す
る
こ
と
で
困
り
ご
と

が
軽
く
な
る
も
の
、
専
門
機
関
が

支
援
し
な
が
ら
周
囲
で
見
守
っ
て

い
く
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
同
じ
地
域

に
暮
ら
す
住
民
同
士
が
、
誰
か
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
目
を
そ
ら

さ
ず「
ど
う
し
た
の
か
な
？
」「
何

か
困
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
な
ど
、

相
手
を
気
に
か
け
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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前
回
の
社
協
だ
よ
り
を
発

行
し
た
の
は
宮
古
の
短
い
夏

を
迎
え
る
直
前
の
７
月
で
し

た
。
そ
れ
が
あ
っ
と
い
う
間

に
も
う
12
月
。
時
が
過
ぎ
る

速
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

「
平
成
」
最
後
の
年
末
年
始
が

皆
さ
ま
に
と
っ
て
穏
や
か
で

あ
た
た
か
い
も
の
に
な
り
ま

す
よ
う
に
…
。　
　
　
　

  

お

誰
も
孤
立
し
な
い
地
域
づ
く
り 

②
〜「
地
域
」の「
居
場
所
づ
く
り
」の
必
要
性
〜

●
見
え
に
く
い
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
〜「
生
き
づ
ら
さ
」を
抱
え
る
人
〜

●「
居
場
所
づ
く
り
」
と

　
　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り

　
〜
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
〜

宮古市社会福祉協議会役員・評議員人事のお知らせ
役員・評議員に就任および退任された方々についてお知らせいたします。（敬称略）

平成 30 年 3 月 31 日から平成 30 年 8 月 31 日まで
現役員〔理事 8名・監事 3名〕
◇任期：平成29年 6月 27日〜平成 30年度定時評議員会の終結の時まで
会　長　赤沼正清 (社会福祉事業の経営に関する識見を有する者 )
副会長　木下　一(社会福祉事業の経営に関する識見を有する者)
副会長　赤沼利彦 (事業区域における福祉に関する実情に通じている者 )
常務理事　柳澤良文 (設置している社会福祉施設の管理者 )
理　事　刈屋裕之 (事業区域における福祉に関する実情に通じている者 )
理　事　中嶋良彦 (関係行政機関の職員 )※新任
理　事　佐々木登(社会福祉事業を経営する団体の役職員)
理　事　金丸久子 (ボランティア活動を行う団体の代表 )※新任
監　事　岩間美暁 (財務管理について識見を有する者 )
監　事　伊藤和栄 (社会福祉事業について識見を有する者 )
監　事　坂下健一(社会福祉事業について識見を有する者)

【退任理事】
副会長　横田大樹 (社会福祉事業の経営に関する識見を有する者 )
理　事　山崎博司 (事業区域における福祉に関する実情に通じている者 )
理　事　沼里登美子 (ボランティア活動を行う団体の代表 )
理　事　松舘仁志 (関係行政機関の職員 )

現評議員〔17名〕
◇任期：平成29年 4月 1日〜平成 32年度に関する定時評議員会終結の時まで
評議員　山内霜子 (社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 )
評議員　髙橋　智(社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者)
評議員　齋藤玲子 (社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 )
評議員　野㟢　正 (社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 )
評議員　木村清勝 (社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 )
評議員　小成文男 (社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 )
評議員　中嶋隆子 (社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 )
評議員　袰岩昭雄 (社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 )
評議員　鈴木光子(社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者)
評議員　小川口郁子 (社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 )※新任
評議員　及川　元 (社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 )
評議員　井畑克雄 (地域の代表者 )
評議員　昆野孝史 (福祉関係非営利団体の役職員 )
評議員　佐々木りほ子 (福祉関係非営利団体の役職員 )
評議員　浅沼國治 (福祉関係非営利団体の役職員 )
評議員　西澤崇誌 (福祉関係非営利団体の役職員 )
評議員　富谷　猛 (奉仕団体等の代表 )
【退任評議員】
評議員　及川　誠 (利用者の家族の代弁者 )
評議員　菅野　亨 (社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 )

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

社  

協  

会  

費

中
間
実
績
報
告

総額 18,171,750円
（平成30年10月31日現在）

　
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

社
協
会
費
は
、
10
月
31
日
現

在
で
左
記
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご

協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

地区 / 種別
宮古地区計
田老地区計
新里地区計
川井地区計

合　計

一般会費
13,364,250 円
1,048,000 円

875,000 円
837,500 円

16,124,750 円

法人会費
1,186,000 円

108,000 円
114,000 円
95,000 円

1,503,000 円

特別会費

544,000 円

544,000 円

仕事のこと
・見つからない
・長く続かない
　　　　　etc

健康のこと
・体調が悪くて不安
・病気かもしれない

家族のこと
・家族とうまく
  いかない
・DVなど

生活全般
・ひとり暮らしで何か
  あった時どうしよう
・終活は他人事と
　思ってたけど…

経験がない
・自信がない
・相談したことも
  ない

介護・子育て
のこと
・どうしたらいいの？
・１人で大変…

孤立・孤独
のこと
・人間関係が苦手
・誰にも気付いて
  もらえない

●相談できない
●自分で気付けない
●あきらめる

⇒ ⇒

⇒

⇒⇒

⇒

⇒

⬅困りごとの要因は１つだけでなく、このように
様々な要因が絡み合っていることがあります。

※一般会員（宮古市に住所を有する世帯）
　法人会員（宮古市に事業所を有する法人、会社、店舗、病院等）
　特別会員（社協役員・評議員、民生委員児童委員、市議会議員など）



　
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
よ
く
す
る
活

動
」
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
公
募
型
助
成
で
す
。
平
成
31

年
度
の
事
業
を
対
象
に
募
集
し
ま

す
。

○
応
募
期
間

　
平
成
30
年
12
月
15
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
31
年
1
月
15
日

○
対
象
団
体

　
宮
古
市
内
に
拠
点
を
置
く
民
間

　
団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
町
内
自
治

　
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
）。

○
助
成
限
度
額

　
助
成
総
額
80
万
円

　

 

（
総
額
の
う
ち
複
数
の
団
体
を

　
　
採
択
し
ま
す
）

○
採
択
要
件

　
自
分
た
ち
の
地
域
を
よ
り
良
く

　
す
る
た
め
に
、
地
域
の
課
題
解

　
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す

　
め
る
事
業
を
採
択
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
自
団
体
が
従
来
か
ら

　
行
う
活
動
の
充
実
の
み
に
留
ま

　
る
も
の
や
、
物
品
購
入
を
主
目

　
的
に
し
て
い
る
も
の
は
除
き
ま

　
す
。

○
申
請
説
明
会

　
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
宮
古

　
市
共
同
募
金
委
員
会
が
開
催
す

　
る
本
助
成
金
申
請
説
明
会
に
参

　
加
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま

　
す
。

【
説
明
会
日
程
】

　
①
平
成
30
年
12
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜

　
②
平
成
30
年
12
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜

　
※
内
容
は
両
日
同
じ
で
す
。

　
場
所

　
　
宮
古
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮

古
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

（
☎
64—

５
０
５
０
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
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み
ん
な
が
安
心
し
て
新
し
い
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
年
も
12
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
共

同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
地
域

住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施

設
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
関
係

機
関
・
団
体
の
協
力
の
も
と
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
互
い
に
助
け
あ

い
、
住
民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
の
市

民
運
動
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

募
金
は
、
下
記
の
と
お
り
支
援
を

必
要
と
さ
れ
る
方
々
へ
配
分
さ
れ

る
ほ
か
、
地
域
の
福
祉
活
動
の

充
実
や
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
図
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま

す
。　
宮
古
市
で
集
め
ら
れ
た
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
全
額
宮

古
市
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
も
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

一
般
公
募
助
成

「
赤
い
羽
根　

じ
ぶ
ん
の
町
を
よ
く
す
る
活
動
応
援
事
業
」

平成30年度 宮古市歳末たすけあい運動寄付金配分計画
●介護者
　日常寝たきりの状態にある高齢者（要介護
4又は 5相当）及び常時介護を必要とする認
知症高齢者を在宅で介護している世帯

●在宅心身障がい児・者
　歩行、食事、排泄、入浴等、日常生活全て
において自立が困難であり常時介護を要する
状態にある在宅心身障がい児・者がいる世帯

●出生世帯
　宮古市内に在住し、平成 29年 12 月 2日
から平成 30年 12 月 1日までに出生した子
がいる世帯

～お子さんがお生まれになった世帯の皆さまへ～
　該当する世帯の方は 1月 11日㈮までに社
会福祉協議会または地区の民生委員・児童委
員へお問い合わせください。（期間厳守でお
願いします。期間を過ぎると配分できません
のでご注意ください。）

●団体配分
次の団体が実施する年末年始行事への支援
（活動経費の一部として）

※募集は終了しております。
１　自主的、自発的に活動している障がい児
　　（者）、難病がある人々の当事者団体
２　子育て自主サークル
３　私立、無認可保育園

●事業配分（助成事業）
「みんなでささえあうあったかい地域づくり
支援事業」　　　※募集は終了しております。
●市内に活動の拠点を置き、小地域で住民を
対象とした福祉活動を展開している住民グ
ループ、非営利団体（町内自治会、子ども会、
高齢者サロンなど）が、住民参加のもと地域
福祉の充実のため年末年始の期間に行う活動
への支援（事業経費の一部として）
助成総額 150万円（１団体上限 6万円）
指定口座へ振り込みいたします。

在
　
宅
　
者
　
配
　
分

地
域
福
祉
活
動
配
分

※配分単価および配分団体については 12月中旬に宮古市共同募金委員会運営委員会にて決定されます。その後
　12月下旬に、在宅者配分は各地区の民生委員・児童委員がお届けし、団体には指定口座へ振り込みいたします。

宮
古
市
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

 募金率

75.2％

102.8％

56.4％

81.3％

44.0％

42.1％

7.2％

54.7％

74.4％

目 標 額

10,191,000 円

1,227,000 円

892,000 円

590,000 円

280,000 円

350,000 円

80,000 円

300,000 円

13,910,000 円

実 績 額

7,661,847 円

1,261,000 円

503,067 円

479,527 円

123,114 円

147,316 円

5,768 円

164,179 円

10,345,818 円

募金別

戸別募金

法人募金

街頭募金

職域募金

学校募金

イベント募金

個人募金

その他の募金

総　計

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
つ
な
が
り　

さ
さ
え
あ
う　

み
ん
な
の
地
域
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
動
期
間  

12
月
１
日
〜
31
日

赤
い
羽
根
共
同
募
金

実
施
経
過
報
告
（
10
月
31
日
現
在
）

※
入
賞
作
品
（
氏
名
、
学
校
名
含

　
む
）
は
広
報
誌
・
文
集
等
に
掲

　
載
し
ま
す
。

※
表
彰
式
を
２
月
下
旬
に
予
定
し

　
て
お
り
ま
す
。

【
入
賞
お
よ
び
副
賞
】

★
作
文
の
部
★

（
学
年
、
高
等
学
校
・
一
般
の
部

　
各
１
点
）

◇
最
優
秀
賞

　
　
　
３
，
０
０
０
円
相
当

◇
優
秀
賞　
２
，
０
０
０
円
相
当

◇
優
良
賞　
１
，
０
０
０
円
相
当

◇
特
別
賞　
５
０
０
円
相
当

※
特
別
賞
は
、小
学
校
、中
学
校
、

　
高
等
学
校
・
一
般
の
部
よ
り
５

　
点
選
出
。
な
お
、
作
文
の
部
に

　
応
募
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
の
皆

　
さ
ん
に
は
記
念
品
を
贈
呈

★
標
語
の
部
★

◇
特
選　
１
点

　
３
，
０
０
０
円
相
当

◇
入
選　
２
点

　
２
，
０
０
０
円
相
当

◇
佳
作　
３
点

　
１
，
０
０
０
円
相
当

　
皆
様
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
♪

　
校
を
通
じ
て
詳
細
に
つ
い
て
案

　
内
し
ま
す
。

※
一
般
の
方
に
つ
い
て
は
、
住
所

　
連
絡
先
明
記
の
う
え
、
メ
ー
ル

　
又
は
郵
送
、
ま
た
は
持
参
願
い

　
ま
す
。

【
題　
材
】

福
祉
に
つ
い
て
表
現
し
た
も
の
。

特
に
、人
や
地
域
の
“
つ
な
が
り
”

や
“
ふ
れ
あ
い
”
に
つ
い
て
な
ど

【
応
募
方
法
】

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢

を
記
入
の
上
、
宮
古
市
社
会
福
祉

協
議
会
各
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
持
参

ま
た
は
応
募
専
用
Ｂ
Ｏ
Ｘ
へ
の
投

函
（
設
置
場
所
：
宮
古
市
立
図
書

館
・
宮
古
市
中
央
公
民
館
分
館
・

つ
ど
い
の
広
場
（
キ
ャ
ト
ル
宮
古

５
階
）・
く
ら
し
ネ
ッ
ト
み
や
こ

相
談
室
・
み
や
っ
こ
ベ
ー
ス
）、

メ
ー
ル
、
郵
送
に
よ
る
応
募
。 

E-m
ail

ア
ド
レ
ス
：chiiki-m

@
m

iyako-shakyo.or.jp

【
応
募
締
切
】

作
文
の
部
・
標
語
の
部
と
も
に
平

成
31
年
１
月
25
日
（
金
）
ま
で

【
題　
材
】

福
祉
全
般
に
つ
い
て
感
じ
た
こ

と
、
自
分
の
体
験
を
通
し
て
の
感

想
や
今
後
の
宮
古
市
の
福
祉
に
対

す
る
希
望
な
ど

【
原　
稿
】

※
小
学
校
の
部
・
中
学
校
の
部

　
原
稿
用
紙
を
使
用
し
、
縦
書
き

　
で
自
筆
の
こ
と
（
用
紙
サ
イ
ズ

　
不
問
）

※
高
等
学
校
・
一
般
の
部

　
パ
ソ
コ
ン
原
稿
可
。
20
行
×
20

　
字
の
縦
書
き
で
作
成

①
小
学
校
の
部

◇
低
学
年
の
部
（
１・２
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
８
０
０
字
以
内

◇
中
学
年
の
部
（
３・４
年
生
）

　
　
　
　
　
　
１
２
０
０
字
以
内

◇
高
学
年
の
部
（
５・６
年
生
）

　
　
　
　
　
　
１
２
０
０
字
以
内

②
中
学
校
の
部

　
　
　
　
　
　
１
６
０
０
字
以
内

③
高
等
学
校
・
一
般
の
部

　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
字
以
内

【
応
募
方
法
】

※
小
学
校
の
部
、
中
学
校
の
部
、

　
高
等
学
校
の
部
に
つ
い
て
は
学

第
30
回
宮
古
市
福
祉
作
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
！

作
文
の
部

標
語
の
部

　市民の皆様からご協力をいただいて
おります赤い羽根共同募金は、下記の
通りとなっております。
たくさんのご協力ありがとうございま
す。

災害義援金のご報告と御礼
宮古市共同募金委員会では、下記のとおり災害義
援金を受付いたしました。
みなさまの温かいご支援、ご協力ありがとうござ
いました。

お寄せいただいた義援金は、岩手県共同募金会を
通じて、被災県共同募金会に全額送金され、被災
された皆様に届けられます。

平成 30 年 4 月 1 日〜 10 月 31 日 現在

1
2
3
4
5
6

北海道胆振東部地震義援金
平成30年 7 月豪雨災害義援金
平成30年 8 月豪雨災害義援金（広島県）

平成30年米原市竜巻災害義援金
平成30年大阪北部地震災害義援金
台風18号大分災害義援金

103,753 円

828,588 円

23,700 円

31,696 円

32,634 円

220 円

義 援 金 名 称 金　額


